
 

 

 

 

 

新 年 度 「 期 待 を 胸 に 」 スタート 

                                  校 長  中川 浩二 
 
年末の教育活動の中から ～ 放送朝会を通して ～ 

                         校長 中川 浩二 
 

今年も寒い冬の中にあって、校庭の１本の「十月桜」が薄ピンク色のきれいな花を咲かせていま

す。その花数はわずかですが、通りがかりにパッと目を引き、可憐さを感じます。 

さて、小田小では、毎週１回のペースで放送朝会を行っています。その中で私が子どもたちに向

けて伝えたことをもとに、年末の教育活動の中から２つ書いていきます。 
 

１つ目は、「読書」です。11月下旬、全学年対象に「大型絵本の読み聞かせ」をボランティアのみ

なさまにしていただきました（別ページ掲載）。その様子を見ていて、子どもたちは「本に親しみ」、

そして「本を読んでいこう」との意欲を高めていたと感じました。 

私は以前、小田小の校章デザインのカモメ（上図）にちなみ、リチャード・バック作「かもめの

ジョナサン」を読みました。主人公のジョナサンは、カモメの群れから離れ、一途に「空を自由に

飛ぶこと」を追究する、一風変わったカモメです。 

「ジョナサンは、どんな思いで、来る日も来る日も飛ぶことに挑戦しているのだろう？」と想像

をふくらませながら、この物語のおもしろさに吸い込まれたこと、また、読書は楽しいことを放送

朝会の中で子どもたちに伝えました。 

「読書」は、心を耕すことにつながります。授業や読み聞かせを通して、子どもたちが良い本と

出会えるようにしていきたいと考えています。 
 

２つ目は、「人権」です。人権週間の期間、学年毎にテーマを設定し、発達段階に応じて人権につ

いて学習しました（別ページ掲載）。 

この「人権」について、放送朝会の中で、子どもたちに次の４点を中心に伝えました。 

○ひとりひとりが、かけがえのない大切な人であること。 

○自分も大切にし、友だちも大切しよう。 

○友だちに対して、自分がされたら、どのような気持ちになるのかを考えて、行動しよう。 

○友だちが励まされるようなことを考えて、進んで行動しよう。 

「自分自身で、自分を大切にする」ためには、自尊感情を高めていくことです。また、「自分も大

切にし、友だちも大切にするためには、どのように行動すればよいのか」を、子どもたちが自分事

として考えていく力を伸ばしていくことです。 

子どもたちの健全育成のため、「人権」を大切にした教育活動に努めていきたいと考えています。 
 

以上の「読書」と「人権」の２点について、年末年始、ご家庭でもお子さんとの話題にしていた

だけると幸いです。 
 

 どうぞよいお年をお迎えください。明年もよろしくお願いいたします。 
 

【参考文献】 リチャード・バック『かもめのジョナサン【完成版】』（五木寛之 創訳 新潮文庫 2015年） 
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